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るが，同車曲線路 f:t不平衡伝送路であるので，その接続点では，

インピー ダ γス整合と同時に平衡成合を行な う 必要があり，パ

ラン (balance-unbalance transducer 略 balan) を開発設備した。

平行 2 線路の設計に際し考慮すべき条件として， (1) 伝送損失，

(2) 平行 2 線一列車空中線開結合損失があるが，これらは互い

に関連性がある。

すなわち大地上に猿られた平行 2 線の伝送損失は，
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〔ただし ， f=周波数 (mc) ， γ=導体の半径， D=平行 2 線の線

開爾， al=線の導電度 (U/km) ， a，=ト γ 不ノレ壁の導電度(び/km) ，

X= D/γ ， Y=2D/h, h=線の壁画よ りの離れ %0=特性イ ンピ

ーダ γ ス (ο)Jで表わされる。

この式より 一定の線径に対して線間隔を大きくとると，近接

壁の影響を受けて壁面損失が増大し，線開隔を狭 く すると壁面

による影響は小さくなるが，導体損失は増大するので，援面よ

りの離れ， および壁の導電率により決まる線路f員失最小となる

線開隔が存在する。一方，結合損失は電磁界の広がりに起因す

るので，線開隔を広げると小さ くなる。したがって伝送損失と

結合損失との和が緩小となる線開備と壁面距離が存在する。一

方，平行 2 線はト γ ネ ノレ内と L 、う 条件下にあっては，建築限界

の制約を受け架設許容範囲は限られるので，その範囲内でこれ

ら物理条件を考慮し，実際商では線径 5mm世 に対 して線間隔は

34mm， 壁画距離 300 mm を標準とした。なお平行 2 線は図 -1

に示したように高圧防護， 表面酸化防止のため，ポリエチレン

外被を施したのてP誘電体損による伝送損失増加を伴 うと同時に，

線開並列キヤパシタンスが増加し，インピー ダソ凡が低下する

とともに波長短縮効果を呈する。

(tU 波長短縮効果;電磁波は光の速度V と 同じ速度をもっている

が， 路線を伝送する電磁波の速度は，線路の l 次定数 (L ， C ) のため

低くなる.ε がt明大すれば当然 1 次定数が大きくなり，速度はそ

れだけ低 Fする.これは波長が見かけ上短くなったのと悶じであ

る.なお，その速度 v ， の V に対する比を波長短縮率K と いい，

K~二1 である.

この関係は製品のパ

ラツキによる被覆厚さ

の誤差，偏肉誤差およ

び線間隔誤差に よ って

も変動するが，後述の

7 イノレター効果に関係

するので， 務電体とし

℃ ε お よ び tanð の良

好なものを使用するこ

とが望ましい。

平行 2 線の伝送特性

上，特に注意を聖書する

事柄として， フィノレタ

ー効果がある。これは

波長短縮率と支持点問

隔に関連がある。平行 2 線は図ー3に示すポリカーポネート製の

支持具により支持されるが，その彫響で支持点の容量が土語大し，

図ー4に示すよ うに集中コンデンサが入ったと等価となり，支持

点ィ γ ピーダ ンスが変化するので反射波を生ずる。支持点の間

隔に より Pr， と Pη が同相となるよ うな場合が重なると，大き
な領失点を生じ，フィルター効果を呈する。
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どうはせん

図-3 ポリ エチ レンカ ー ポネート支持具

図-4 導波線等価回路
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現在 DMH17 系俊関においては，燃費の一応のめやすを 5 ノ

ッ チで 431/h ， 4 ノッチで 401/h 程度(~、ずれも1，5∞rpm の時

において) とし，これで実際運転上の諸資料を集計のうえ，さら

に標準値，調整法の改善などが検討されている。(立木一男)

どうはせん 導波線 新幹線事列車無線の*トンネノレ対

策は開放形海波歯車路方式を採用した。すなわち， ト ンネ ノレ外設

備(ト γネノレ外ブースタ)で受信治幅した基地局電波を， トンネ

ノレ内に架設した導波線路に漏えい導波し，その近ぽうに生ずる

電磁界と列車空中線との結合を利用する方式である。

導波線路としては ， (1) 平行 2 線， (2) 半平行線， (3) 開放

同軸線路 ， (4) 表面波線路 (G ライン)が考えられ，共通の利点

として中継嶋中宮が容易で，長大 ト γ ネノレ対策が可能な点である

が，種々検討， 試験の結果，経済性および工事上の制約を考慮

して平行 2 線(誘電体支持， P.E 被覆線)式を採用した。結果の

概要を表ーlに示す。

表-1 結果 の

| 伝送損失 | 結合損失|
db/k型 db_ ___~ _"" ___ __ _ 

1 地板付平行 2 線
線 45-勾 60-70 ート ラッア珪一一一一一
; 22-2活 60 -初 P. E 被覆

一ー し I 1 j誘電体支持一一一一一一一一
半平 行線 1 "" 70 

開敏同軸線路 25-30 1 7ト80 1
表而波線 路 l - | | ロ不，"盈!(7)影智正安vf著仁
一 ( G ラ イ ン). i ← ー_j___ I <変化， 実用性にー乏l:_I._二

(ì主) 開欣同軸ガ式のものは， コスト向となる点，温度変化によるケ

ーブノレ条長の変化の問題， および工事施行」ニ ト γ ネル長に適合し

たケー プル条長を準備する必要がある等から，新幹線ではそデル

線の a部で実用化試験を行ない， そのまま継続して使用した状況

に止めた。

したがって ， ここで

は新幹線で採用した平
ポリエチレ ノ被フク

行 2線について述べる。/

平行 2 線は図ー1に示的ーフFー" /戸、ど 1, 
::: I I _色 、 / .・E一一、ー一ー~ O

すよう に 5mm世の銅磁 昇 川 . ) い・) ~ 
鋼線にポ リ エ チレ γ被~_L_，+ノ \収ご7日

f= 5鋼覆鋼線
覆を施 した構造で， そ ド一一一羽 土 1.5一一→

の標準仕儀規絡を表一2

に示す。平行 2 線を大 表ー2 平行 2 線の規格

地に近接して高周波を | 規 絡 値

伝送する場合は，図ー2 =--------., 一一一
電気特性

に示す平衡，不平衡伝 伝送損失 13ωb/km以下 (450m，)
送の二つがあるが，不 特性インピーダンス 1 26M(公称)

平衡伝送は電流が大地 v. SWR 1 2.0 以 一F(~~~::ìI ..V - , ¥452m'J 
に流れ， ト ンネル壁の 結 合 鍋 失 1 70db 以下(平均値)
ようにコンクリ ートの誘電体 規 絡 |

場合は， かなりの伝送 比誘電 率 2・ 2__2 . 6

誘電体正緩 6X I0 ・以下
損失 (10ゅー 170db)を生 一| 一一一一一一一一一一←ー
ずるので，大地に対し平衡伝送とした。平行 2 線は同事由形終端

または， ト ンネノレ内・外ブースタ に向車曲線路を介 して接続され

図-2 平行 2 線路伝送形式
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凶-1 平行 2 線断面
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